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般
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（５）おしゃまんべ議会だより 第１９１号

　
長
﨑
　
長
万
部
町
で
は
全

町
規
模
で
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
て
お
り
、
危
機
管
理
に
対

し
強
い
認
識
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
避
難
所
に

退
避
時
に
は
「
も
れ
な
く
」

救
助
す
る
事
が
求
め
ら
れ
る
。

多
く
の
自
治
体
で
は
地
域
防

災
力
向
上
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
正
し
い
認
識
を
持
っ

た
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
な
る
。

　
各
地
域
に
防
災
士
を
養
成

す
る
こ
と
で
、
災
害
発
生
時

に
は
も
ち
ろ
ん
、
訓
練
を
通

じ
て
地
域
防
災
力
が
向
上
す

る
。
公
民
館
や
学
校
施
設
な

ど
町
内
で
防
災
講
演
・
指
導

に
よ
り
効
率
よ
く
防
災
士
の

養
成
が
可
能
に
な
る
。
当
町

で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
町
長
　
「
防
災
士
」
は
、
減

災
と
防
災
力
向
上
の
た
め
の

十
分
な
意
識
・
知
識
・
技
能

を
有
す
る
者
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構
が

認
証
す
る
民
間
資
格
で
、
道

外
で
は
学
校
法
人
や
民
間
法

人
の
ほ
か
、
自
治
体
が
養
成

事
業
を
行
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

一
方
、
道
内
に
お
い
て
は
、

防
災
の
基
本
と
さ
れ
る
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
の
適
切

な
役
割
分
担
を
推
進
す
る
た

め
、
北
海
道
が
事
業
主
体
と

な
り
「
北
海
道
地
域
防
災
マ

ス
タ
ー
」
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
の
防
災
マ
ス

タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
地
域
の
防
災
活
動
の
ほ

か
、
災
害
時
に
は
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
、
官
公

庁
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
、
自
主
防

災
組
織
や
町
内
会
の
役
員
な

ど
、
地
域
で
防
災
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
々
を
認
定
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
防
災
マ
ス
タ
ー

の
認
定
研
修
会
は
、
道
内
各

地
を
会
場
に
年
４
回
ほ
ど
開

催
さ
れ
、
参
加
費
用
の
負
担

も
な
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的

な
制
度
活
用
に
よ
り
地
域
の

防
災
力
向
上
を
図
り
た
い
。

　
ま
た
、
防
災
士
に
つ
い
て

も
資
格
取
得
に
向
け
た
気
運

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

　
長
﨑
　
当
町
で
も
こ
の
講

演
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
北

海
道
で
は
年
４
回
ほ
ど
開
催

さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士

機
構
、
こ
れ
は
確
か
に
歴
史

は
そ
ん
な
に
長
く
な
い
が
、

平
成
　
年
度
に
１
５
８
１
人

１６

だ
っ
た
資
格
取
得
者
が
、
現

在
で
は
　
万
人
を
超
え
て
お

１０

り
、
防
災
士
の
必
要
性
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
当
町
で
も
消
防
士
や
職
員

が
資
格
を
取
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
講
習
会
の
よ
う
な
も

の
を
公
民
館
等
で
町
民
に
対

し
開
催
し
て
は
。

　
町
長
　
大
変
す
ば
ら
し
い

提
案
と
思
う
。
私
も
町
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
と
い
う

信
念
を
持
っ
て
町
政
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
長
万
部
に
防
災
士

は
３
人
、
防
災
マ
ス
タ
ー
は

８
人
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
各
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ

任
意
で
資
格
を
取
得
し
て
い

る
。
公
で
養
成
を
し
た
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
が

勉
強
を
し
て
防
災
士
の
資
格

や
防
災
マ
ス
タ
ー
の
資
格
を

取
ら
れ
た
。

　
今
後
、
地
域
会
館
や
各
町

内
会
の
自
主
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
る
段
階
で
の
講
習
、

講
演
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

自治体が養成する防災士を

（町長）資格取得に向けた気運づくりに努める

― 長﨑　厚　議員 ―

防災士証
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柏
倉
　
長
万
部
町
で
一
人

暮
ら
し
の
元
気
な
方
が
認
知

症
に
な
っ
た
場
合
、
全
て
の

サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
も
一
人

の
方
を
守
れ
な
い
状
況
が
う

ま
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　

　
例
え
ば
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
認
知

症
と
判
断
さ
れ
介
護
認
定
が

お
り
る
ま
で
の
期
間
、
介
護

認
定
が
お
り
て
か
ら
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
、
施
設
入
所

ま
で
の
期
間
、
お
お
よ
そ
１

年
か
か
る
。
こ
の
間
、
実
に

様
々
な
事
が
起
き
て
い
て
、

大
事
に
至
っ
て
な
い
の
で
良

か
っ
た
の
だ
が
、
身
内
が
そ

ば
に
い
な
い
の
で
身
内
の
よ

う
に
寄
り
そ
う
方
の
存
在
が

必
要
だ
。
私
の
経
験
か
ら
す

る
と
、
一
人
の
方
に
三
人
の

サ
ポ
ー
タ
ー
が
必
要
だ
。
し

か
も
出
来
る
だ
け
近
く
に
住

ん
で
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
平
成
　
年
　
月
　
日
現

２８

１２

３１

在
、
長
万
部
町
に
１
８
０
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
活
動
状
況

が
見
え
な
い
し
紹
介
さ
れ
た

こ
と
も
な
い
。
組
織
と
し
て

立
ち
上
が
っ
て
な
け
れ
ば
早

急
に
立
ち
上
げ
を
。
ま
た
、

活
動
出
来
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が

必
要
だ
。
毎
年
、
育
成
者
を

増
や
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
と
思
う
。
こ
れ
が
出

来
れ
ば
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
も
ス
ム
ー

ズ
に
出
来
る
と
思
う
。
町
長

の
所
信
を
伺
う
。

　
町
長
　
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
本
町
に
お
い
て
も
独
居

高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。
住
民
参

加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
通

じ
、
地
域
住
民
の
社
会
的
孤

立
を
防
ぎ
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
高
齢
者
の
生
活
全

般
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
基
礎
づ
く
り
と
し

て
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地

域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
に
対
し
て
温
か
い
目
で
見

守
る
。
さ
ら
に
は
近
隣
の
認

知
症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
、

自
分
な
り
に
で
き
る
簡
単
な

こ
と
か
ら
実
践
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
多
く
育
成
す
る
た
め
、

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど

の
取
り
組
み
に
力
を
注
い
で

い
き
た
い
。
ま
た
、
そ
の
中

か
ら
地
域
を
担
う
組
織
づ
く

り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

進
ん
で
行
く
こ
と
を
期
待
す

る
。
　
柏
倉
　
現
在
、
長
万
部
町

で
施
設
入
所
で
は
な
く
、
在

宅
で
認
知
症
と
診
断
を
さ
れ

て
い
る
方
は
何
名
か
。

　
町
長
　
２
月
現
在
、
　

歳
６５

以
上
介
護
認
定
者
が
４
９
７

名
。
う
ち
認
知
症
の
症
状
の

あ
る
方
は
２
３
４
名
。

　
柏
倉
　
認
知
症
発
見
の
ひ

と
つ
に
、
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
で
支
払
い
等
を
す
る
時

の
間
違
い
が
あ
る
。
今
ま
で

で
き
て
い
た
事
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
。
そ
ん
な
時

に
金
融
機
関
等
か
ら
一
報
を

入
れ
て
も
ら
い
、
地
域
包
括

が
訪
ね
て
み
る
な
ど
の
連
携

は
取
れ
て
い
る
か
。

　
町
長
　
色
ん
な
関
係
機
関

に
話
し
て
お
り
、
地
域
包
括

の
方
に
も
話
は
あ
る
と
思
う
。

　
柏
倉
　
認
知
症
と
診
断
さ

れ
る
と
必
ず
投
薬
が
始
ま
る
。

間
違
い
な
く
飲
む
た
め
に
は

サ
ポ
ー
タ
ー
が
必
要
だ
。

　
町
長
　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

動
、
活
躍
は
大
変
な
こ
と
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
色
々
な

こ
と
を
含
め
検
討
課
題
と
し

た
い
。

認知症サポーターの育成を

（町長）養成講座などの取り組みに　　　　　
　　　　　　　　　　　　　力を注いでいきたい

― 柏倉恵里子　議員 ―

認知症サポーターカード（１枚３０円、送料別途）
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大
谷
　
こ
れ
ま
で
の
質
問

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　
１
、
少
子
化
対
策
・
子
育

て
支
援
策
は
。

　
答
弁
、
長
万
部
町
の
身
の

丈
に
合
っ
た
子
育
て
支
援
を

実
施
し
て
行
き
た
い
。

　
２
、
人
口
減
少
対
策
と
し

て
移
住
定
住
促
進
・
企
業
誘

致
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
答
弁
、
１
人
で
も
多
く
長

万
部
町
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
企
業
誘
致
と
雇
用
の

拡
大
に
取
り
組
む
。

　
３
、
各
集
会
所
に
「
手
す

り
」
の
設
置
を
。
　
　
　
　
　

答
弁
、
要
望
を
聞
き
な
が
ら

検
討
す
る
。

　
以
上
３
点
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
と
対
応
は
。

　
町
長
　
１
点
目
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
度
か
ら
妊
産

２８

婦
健
診
通
院
費
の
一
部
補
助

を
実
施
し
、
ま
た
、
町
立
保

育
所
の
第
２
子
以
降
の
保
育

料
を
無
料
と
し
た
。

　
さ
ら
に
平
成
　
年
度
に
お

２９

い
て
は
、
第
２
子
以
降
の
保

育
料
等
を
民
間
の
保
育
園
、

幼
稚
園
に
も
対
象
を
拡
大
し

実
施
し
た
い
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
は
、
搾

乳
な
ど
を
行
う
農
業
支
援
員

１
名
を
新
た
に
募
集
し
、
将

来
の
新
規
就
農
に
つ
な
が
る

よ
う
、
様
々
な
形
で
支
援
し

て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
町

外
の
方
へ
求
人
情
報
を
提
供

す
る
手
段
と
し
て
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
バ
ナ
ー

広
告
の
掲
載
を
開
始
し
た
ほ

か
、
町
内
の
空
き
家
情
報
を

掲
載
し
た
、
お
し
ゃ
ま
ん
べ

家
さ
が
し
ウ
ェ
ブ
を
随
時
更

新
す
る
な
ど
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、

移
住
者
に
対
す
る
建
築
住
宅

の
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
移
住
定
住
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
て
い
る
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

母
豚
を
千
頭
規
模
で
一
貫
生

産
す
る
長
万
部
ち
ら
い
農
場

が
、
平
成
　
年
春
の
完
成
を

３０

目
指
し
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
豊
津
地
区
に
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
現
場
宿
舎
が

建
設
さ
れ
る
。
今
年
６
月
に

は
鉄
道
運
輸
機
構
の
鉄
道
建

設
所
や
寮
が
完
成
す
る
予
定

で
あ
る
。
来
年
度
に
は
新
幹

線
駅
の
高
架
形
式
へ
の
変
更

認
可
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
新
幹
線
工
事
関
連

企
業
の
進
出
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
企
業
誘
致
と
雇

用
の
拡
大
に
向
け
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
３
点
目
に
つ
い
て
は
、
要

望
の
あ
っ
た
南
栄
老
人
憩
の

家
に
は
昨
年
５
月
に
設
置
し
、

陣
屋
生
活
館
は
３
月
中
に
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

来
年
度
も
状
況
に
応
じ
対
応

す
る
。

　
大
谷
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

家
さ
が
し
ウ
ェ
ブ
等
に
は
、

何
件
く
ら
い
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
移
住
定

住
に
つ
な
が
っ
た
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
長

　
問
い
合
わ

せ
は
９
件
あ
り
、
そ
の
う
ち

１
件
が
移
住
し
た
。

　
大
谷
　
町
に
人
を
呼
び
込

こ
れ
ま
で
の
質
問
の
進
捗
状
況
と
対
応
は

（
町
長
）
状
況
に
応
じ
取
り
組
ん
で
い
る

―
 大
谷
　
敏
弥
　
議
員
 ―

む
た
め
、
１
戸
だ
け
で
も
町

が
買
い
上
げ
て
内
装
を
改
装

し
、
移
住
定
住
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
長
万
部

移
住
生
活
体
験
制
度
を
設
け

て
は
。

　
町
長
　
先
ほ
ど
答
弁
し
た

と
お
り
、
引
き
続
き
移
住
者

に
対
す
る
建
築
住
宅
の
補
助

に
つ
い
て
検
討
し
、
移
住
定

住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
た
い
。

玄関前手すり（高砂振興会館）

◇地方議会議員の厚生年金制度への加入を

　求める意見書

意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見意見書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書をををををををををををををををををををををを提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出提出しししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　意見書１件を原案どおり可決し、関係機関へ送付

しました。
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般

質

問

（８） おしゃまんべ議会だより 第１９１号

　
高
森
　
長
万
部
高
校
は
町

内
唯
一
の
高
校
で
あ
り
、
長

万
部
や
黒
松
内
の
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
主
役
を
担

う
人
づ
く
り
の
根
幹
で
も
あ

る
。
東
京
理
科
大
学
の
特
別

推
薦
枠
ま
で
持
っ
て
い
る
が
、

高
校
の
将
来
が
心
配
で
あ
る
。

　
平
成
　
年
度
の
長
万
部
高

２９

校
へ
の
出
願
者
数
は
　
名
と

１７

新
聞
報
道
に
あ
っ
た
。
長
万

部
中
学
校
の
今
春
卒
業
予
定

者
は
　
名
と
の
こ
と
だ
が
、

３８

そ
の
う
ち
長
万
部
高
校
へ
の

出
願
者
数
は
。

　
長
万
部
高
校
の
閉
校
の
危

機
を
含
め
、
高
校
の
将
来
像

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、
教

育
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
教
育
長
　
長
万
部
中
学
校

か
ら
の
出
願
者
数
は
　
名
で

１２

あ
る
。
昨
年
度
は
、
長
万
部

中
学
校
卒
業
生
の
　
％
が
長

５２

万
部
高
校
に
進
学
し
た
が
、

今
年
度
は
　
％
の
受
験
者
数

３１

で
あ
っ
た
。
平
成
　
年
度
以

１８

降
、
　

％
を
割
り
込
ん
だ
年

５０

度
は
な
か
っ
た
た
め
、
大
変

危
惧
し
て
い
る
。

　
長
万
部
高
校
は
平
成
　
年
２８

度
か
ら
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
校

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

他
の
学
校
へ
の
通
学
が
困
難

な
地
域
を
抱
え
、
か
つ
地
元

か
ら
の
進
学
率
が
高
い
第
１

学
年
１
学
級
の
高
校
を
地
域

キ
ャ
ン
パ
ス
校
と
し
て
、
セ

ン
タ
ー
校
（
八
雲
高
校
）
か

ら
の
出
張
授
業
や
通
信
機
器

を
活
用
し
、
教
育
活
動
を
支

援
し
て
い
く
制
度
で
あ
る
。

　
現
在
、
長
万
部
高
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
同
窓
会
に
「
長
万
部
高

校
の
教
育
を
地
域
と
と
も
に

考
え
る
会
（
仮
称
）
」
設
立

の
動
き
が
あ
り
、
長
万
部
高

校
の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
教
育
委
員
会
と
し
て
も
全

面
的
に
支
援
・
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
小
中
学
生
に
長

万
部
高
校
の
魅
力
を
体
感
さ

せ
、
進
学
し
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
強
化
し

た
い
。

　
高
森
　
今
年
は
近
隣
市
町

へ
の
生
徒
流
出
が
多
い
。
キ

ャ
ン
パ
ス
校
に
な
っ
た
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
、
長
万
部

高
校
を
敬
遠
し
た
の
で
は
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
校
指

定
は
、
今
後
の
再
編
や
廃
校

に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
教
育
長
　
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
は
な
く
、
部
活
動
や
広

い
人
間
関
係
を
求
め
て
自
宅

か
ら
通
学
可
能
な
近
隣
市
町

の
高
校
を
志
望
し
て
い
る
。

　
道
教
委
は
地
元
の
進
学
率

や
地
域
性
を
考
え
、
学
校
を

残
す
た
め
に
地
域
キ
ャ
ン
パ

ス
校
制
度
を
始
め
た
が
、
人

口
減
少
や
地
方
創
生
の
観
点

か
ら
、
そ
の
在
り
方
や
教
育

環
境
の
整
備
を
含
め
検
証
検

討
を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
平
成
　
・
　

年
度
は
検

２７

２８

証
期
間
中
の
た
め
、
募
集
停

止
や
見
直
し
は
な
い
。

　
高
森
　
理
科
大
が
あ
る
の

だ
か
ら
、
理
数
に
特
化
し
た

学
科
や
英
語
に
特
化
し
た
学

科
、
ま
た
は
、
福
祉
や
介
護

の
学
科
を
高
校
に
設
け
て
は
。

　
教
育
長
　
道
立
高
校
の
ま

ま
で
の
学
科
転
換
は
か
な
り

厳
し
く
、
学
科
変
更
を
し
て

も
再
び
普
通
科
に
戻
し
た
学

校
が
全
道
的
に
い
く
つ
も
あ

る
。
そ
し
て
本
町
の
子
供
達

全
員
が
そ
の
学
科
を
希
望
す

る
か
も
問
題
に
な
る
。
入
り

や
す
い
、
選
択
し
や
す
い
と

い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
今

の
普
通
科
の
高
校
の
学
校
づ

く
り
を
全
面
的
に
支
援
し
た

い
。
　
高
森
　
総
合
教
育
会
議
は
、

町
長
の
権
能
の
も
と
教
育
行

政
に
関
与
す
る
立
場
だ
が
、

町
長
の
考
え
は
。

　
町
長
　
長
万
部
高
校
存
続

の
た
め
に
通
学
費
補
助
等

行
っ
て
き
た
が
、
ま
だ
努
力

が
足
り
な
い
と
感
じ
た
。

　
今
後
は
、
総
合
教
育
会
議

で
も
こ
の
課
題
を
取
り
上
げ
、

さ
ら
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

長万部高等学校の将来像をどう考える

（教育長）魅力ある学校づくりを　　　　　
　　　　　　　　　　　全面的に支援したい

― 高森　功治　議員 ―

長万部高等学校


